






















 

 昭和 48 年以降,産科,小児科,脳神経小児科の医師,保健所医師および保健婦,

県環境衛生部の代表者が定期的に会合し,母子保健を中心に心身障害児の早期

発見,早期療育,発生予防の具体案について検討を加えてきた。心身障害児の主

たるものが,奇形,脳性麻痺などの肢体不自由児,精神薄弱(各種の原因を含む),

いわゆる情緒障害,盲,聾唖などであり,いずれも,母体環境の影響と早期療育の

適否によって発生頻度や重症度が左右される可能性が高い。本研究においては,

鳥取県下における主要な障害児の発生状況の把握,早期発見のシステム化,およ

び,早期発見の技術開発,および,事後の対応について検討してきた点について

触れ,現在および将来解決されるべき問題点について考察を加えることにする。 


